
あ
な
た
の
署
名
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ

い
ま
、
世
界
各
地
で
は
、
５
月
３

日
か
ら
28
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

行
わ
れ
る
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
に
む
け
て
、
す
み
や
か

に
核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
条
約
の
交
渉

を
開
始
し
、
締
結
す
る
事
を
求
め
る

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」
国
際
署

名
な
ど
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
に
は
、
日
本

各
地
か
ら
１
２
０
０
人
を
超
え
る
代

表
が
署
名
を
持
参
し
参
加
し
ま
す
。

こ
の
京
都
か
ら
も
60
人
を
超
え
る
代
表
が
参
加
し
ま
す
。

こ
の
署
名
は
、
６
３
０
を
超
え
る
自
治
体
の
首
長
を
は
じ
め
、

多
数
の
議
会
の
議
長
や
教
育
長
さ
ん
な
ど
が
賛
同
を
寄
せ
、
被
爆

者
、
自
治
会
役
員
さ
ん
な
ど
も
協
力
し
て
ま
ち
ぐ
る
み
で
署
名
に

と
り
く
む
経
験
が
各
地
で
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
を
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
の
転
換
を
め

ざ
し
て
具
体
的
な
一
歩
を
踏
み
出
さ
せ
る
機
会
と
す
る
た
め
に
、

あ
な
た
の
署
名
を
お
願
い
し
ま
す
。

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
政
府
が
、
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
に

確
固
と
し
た
市
政
が
取
れ
る
よ
う
、
私
た
ち
国
民
が
大
き
く
声
を

上
げ
ま
し
ょ
う
。

日米政府は、50年前、核兵器を積んだ艦船の入港を容認する密約を取り交 わしていた事が明らかとなりました。
1979年来、舞鶴港に

核兵器搭載能力のある米艦船が度々入港 してきました。京都の労働組合や平和団 体は、その都度、舞鶴港の管理責任者であ
る京都府知事に、抗議を行うと同時に核疑 惑解明の申し入れを行ってきました。し
かし府知事は「政府を信じ、核兵器は 持ち込まれていません」と言うのみ。

今の知事は、「核密約」 が大きな問題となっていた昨年9月14 日の米第7艦隊のイージス艦の入港に際
しても、「政府に照会したところ事前協 議の対象になっていないと回答を得た」
として、「核の確認をせず入港を認め る」としました。また、9月議会では
「外交・防衛問題は国が一元的に行動
すべき」と、自らの責任を放棄する答弁を行いました。府は府民の安全を守る責任を果たすべきです。

京都自治労連・京教組２０１０．２



米
海
兵
隊
普
天
間
基
地
撤
去
に
絡
む
新
基

地
建
設
を
争
点
に
し
た
沖
縄
名
護
市
長
選
挙

で
、
新
基
地
建
設
反
対
、
基
地
に
依
存
し
な

い
地
域
振
興
を
掲
げ
た
稲
嶺
進
氏
が
当
選
し

ま
し
た
。

選
挙
結
果
は
、
名
護
市
辺
野
古
へ
の
新
基

地
建
設
を
押
し
付
け
て
き
た
日
米
両
政
府
に

対
す
る
断
固
と
し
た
審
判
で
あ
り
、
戦
後
６

０
年
以
上
も
沖
縄
県
民
に
犠
牲
を
強
い
て
き

た
政
治
の
責
任
を
問
う
も
の
と
な
っ
て
き
ま
す
。

普
天
間
は
ア
メ
リ
カ
に
略
奪
さ
れ
た
土
地

普
天
間
基
地
は
、
米
軍
が
沖
縄
占
領
後
に
住
民
を
収
容
所
に
囲
い
込

ん
で
い
る
間
に
土
地
を
奪
っ
て
つ
く
り
、
さ
ら
に
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

で
拡
大
し
た
戦
時
国
際
法
で
さ
え
許
さ
れ
な
い
産
物
で
す
。
戦
後
半
世

紀
も
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
き
た
沖
縄
県
民
が
無
条
件
返
還
を
要
求
す
る

の
は
当
然
で
す
。

無
条
件
撤
去
の
要
求
も
せ
ず
、
別
の
土
地
を
差
し
出
し
て
返
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
政
府
の
態
度
は
、
主
権
意
識
の
な
い
、
無
責
任
で
卑
屈

な
態
度
で
す
。
い
ま
こ
そ
、
基
地
で
苦
し
ん
で
い
る
沖
縄
県
民
の
思
い

を
尊
重
し
、
普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去
に
こ
そ
踏
み
出
す
こ
と
こ
そ

政
府
の
責
任
で
す
。

沖縄米海兵隊は、日本を守る

「抑止力」ではない

米海兵隊は日本を守る「抑止力」ではありません。世界

各地に軍事介入するさいの「殴り込み」部隊です。沖縄海

兵隊は、イラク侵略やアフガニスタン報復戦争に出撃。２

００４年のイラク・ファルージャでの「掃討作戦」では、

たくさんの住民を狭い地域に押し込め、逃げ道を閉ざした

うえで爆撃と地上攻撃を行い、多くの住民が虐殺されまし

た。国際人道法にも違反する無法な殺りく行為です。

米政府自身も、海兵隊が日本防衛のための「抑止力」と

いったことはありません。ワインバーガー米国防長官は

「沖縄の海兵隊は日本の防衛に当てられていない」（19

82年4月）と証言。チェイニー米国防長官（91年4月）

「世界的役割を果たす戦力投射部隊」と発言しています。

鳩山首相が、こうした事実を見よう

とせず「抑止力」などというのは、事

実をいつわるものです。「抑止力」と

強調するのは、日米軍事同盟を絶対化

し、海兵隊が沖縄に居座る事を正当化

するためです。

京都自治労連・京教組２０１０．２


